
内
閣
府
と
財
務
省
が
10
日
発

表
し
た
10-

12
月
期
の
法
人
企
業

景
気
予
測
調
査
に
よ
る
と
、
景

況
判
断
指
数
（
「
上
昇
」
と
回

答
し
た
企
業
の
割
合
か
ら
「
下

降
」
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合

を
差
し
引
い
た
値
）
は
、
大
企

業
の
全
産
業
で
プ
ラ
ス
４
・
６

中
堅
企
業
の
全
産
業
で
プ
ラ
ス

３
・
５
と
、
そ
れ
ぞ
れ
前
期
に

引
き
続
き
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

中
小
企
業
で
は
全
産
業
で
マ
イ

ナ
ス
７
・
７
と
い
ぜ
ん
景
気
回

復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
浮
き

彫
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
資
本
金1
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社
を
対
象
に

11
月
15
日
時
点
で
行
っ
て
い
ま

す
。大

企
業
の
う
ち
、
製
造
業
は

プ
ラ
ス
３
・
８
、
非

製
造
業
が
プ
ラ
ス
５
．

０
と
い
ず
れ
も
「
上

昇
」
割
合
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
中
堅
企
業

も
製
造
業
が
プ
ラ
ス

１
・
１
、
非
製
造
業

が
プ
ラ
ス
４
・
２
と

「
上
昇
」
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
中

小
企
業
で
は
、
製
造

業
が
マ
イ
ナ
ス
６
・

６
、
非
製
造
業
が
マ

イ
ナ
ス
７
・
９
と
、

景
況
が
下
降
と
判
断

し
て
い
る
企
業
の
割

合
が
多
い
。

今
後
の
見
通
し
は
（
来
年
1-

3
月
期
）
に
関
し
て
は
、
大
企

業
や
中
堅
企
業
が
引
き
続
き
プ

ラ
ス
の
企
業
が
多
い
一
方
、
中

小
企
業
は
い
ぜ
ん
マ
イ
ナ
ス
の

企
業
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
は
、
大
企
業
、
中
堅
企
業
、

中
小
企
業
の
い
ず
れ
も
「
不
足

気
味
」
の
割
合
が
高
い
。

来
年
度
の
設
備
投
資
で
は
、

大
企
業
、
中
堅
企
業

で
プ
ラ
ス
の
企
業
が

多
い
半
面
、
中
小
企

業
で
は
マ
イ
ナ
ス
の

企
業
が
多
い
。

中
小
零
細
企
業
を
含

め
当
分
は
厳
し
い
状

況
が
継
続
す
る
こ
と

は
明
白
で
す
。

ま
た
翌
々
29
年
4

月
か
ら
消
費
税
８
％

が
10
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

前
回
の
消
費
税
８
％

の
引
き
上
げ
の
後
遺

症
か
ら
回
復
し
な
い

現
状
で
、
今
回
は
景

気
条
項
を
外
し
法
人
税
を
引
き

下
げ
、
10
％
の
再
引
き
上
げ
は
、

大
衆
を
食
い
物
に
す
る
、
財
務

官
僚
国
家
は
正
に
「
妖
怪
・
鬼
」

そ
の
も
の
で
す
。

消
費
税
の
本
質
は
食
料
品
の
税

率
の
問
題
で
は
全
く
な
い
。
私

は
社
会
保
障
と
労
働
法
制
を
改

悪
し
、
消
費
増
税
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
等
政
権
の
政
策
に
大
反
対

で
す
。

2
年
前
の
14
年
4
月
4
日
に
、

黒
田
日
銀
総
裁
は
本
格
的
な
イ

ン
フ
レ
目
標
政
策
を
採
用
し
、

消
費
物
価
の
前
年
比
上
昇
率
2

％
（
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影

響
を
除
く
）
を
、
今
後
2
年
程

度
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

実
現
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

ま
し
た
。
期
間
を
経
過
す
る
今

で
も
全
く
か
す
り
も
し
ま
せ
ん

せ
ん
。

銀
行
の
銀
行
、
日
銀
の
信
頼
と

信
用
は
既
に
地
に
落
ち
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
金
融
政
策
頭
脳
の
象
徴

で
す
ら
こ
の
様
で
す
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
4
月
～
9
月
の
二
期

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
は
ア
ベ

ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
失
敗
を
示
し
て

い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
の
大
本
営

に
迎
合
し
た
楽
観
的
発
表
は
、

世
界
3
位
一
人
当
た
り
で
27
位
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
25
％
で
す
。

大
き
く
後
退
す
る
現
状
を
国
民

に
覆
い
隠
す
も
の
で
す
。
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今
年
一
年
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
皆
様
方
に
感
謝
の
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

来
年
は
創
業
44
年
、
会
社
設
立
か
ら

9
月
で
31
年
目
で
す
。
地
域
の
発
展

に
多
少
な
り
と
も
貢
献
し
て
き
た
つ

も
り
で
す
が
、
全

く
不
十
分
で
す
。

行
政
機
関
（
税
務
署
・
県
庁
・
市

役
所
）
に
対
す
る
異
議
申
立
、
不
服

審
査
請
求
等
、
提
出
件
数
と
請
求
実

現
の
実
績
と
裁
判
は
、
他
に
譲
る
も

の
は
な
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

最
近
特
に
目
立
つ
の
は
、
地
方
税

行
政
職
員
に
よ
る
フ
ラ
イ
ン
グ
で
す
。

市
町
村
で
は
金
沢
市
が
ダ
ン
ト
ツ

に
異
常
で
す
。
県
税
を
含
め
国
税
が

地
方
に
税
率
等
を
移
管
し
た
影
響
で

滞
納
増
加
の
為
と
推
測
し
ま
す
。
賦

課
や
滞
納
処
分
等
が
経
験
不
足
と
不

勉
強
か
ら
、
権
力
本
位
の
執

行
に
傾
斜
し
、
独
善
的
な
執

行
を
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
縦
割
り

の
オ
イ
コ
ラ
職
員
を
現
場
に
輩
出
し
、

能
力
不
足
と
手
抜
き
が
跋
扈
す
る
現

場
は
、
な
ん
と
か
に
刃
物
で
す
。
永

年
泣
き
寝
入
り
を
許
す
結
果
が
、
金

沢
市
と
県
の
暴
走
を
生
ん
だ
の
で
す
。


